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地域に密着した在宅医療を目指している。
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令
和

時
は
流
れ
て
…

　
共
に
生
き
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
町
で

地域の行事・歴史・名所など、発信し続け14年半、
創刊からの表紙です。これまでも、そしてこれ
からも、地域とつながり続けます。



町
会
と
の
連
携
、
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び

防
犯
協
会
と
の
連
携
、
等
を
活
動
内
容
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
お
よ
び
来
年
度
は
、
南
花

島
第
二
町
会
が
連
合
町
会
の
当
番
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
防
災

対
策
作
り
の
課
題
が
あ
り
、
第
二
町
会
を
含

め
て
早
速
検
討
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
　

南
花
島
第
二
町
会町

会
長　

玉
真
正
美

わ
が
町
の
風
景

　

当
町
会
の
あ
る
南
花
島
二
丁
目
は
、
町
名

で
い
う
と
さ
ら
に
南
花
島
中
町
を
含
ん
だ
地

域
に
あ
っ
て
、
東
西
を
国
道
６
号
と
JR
常
磐

線
線
路
に
挟
ま
れ
（
常
磐
線
西
側
の
南
花
島

向
町
は
含
ま
な
い
）、
南
を
県
道
「
い
ち
ょ

う
通
り
（
古
ヶ
崎
方
面
と
常
盤
平
方
面
を
結

ぶ
道
路
）」
に
接
し
、
北
が
上
本
郷
に
連
な

る
地
域
に
存
在
し
ま
す
。
地
域
内
に
あ
る
主

だ
っ
た
施
設
は
、
公
園
で
い
え
ば
下
萩
公
園

と
、
旧
水
戸
街
道
（
バ
ス
通
り
）
を
挟
ん
で

中
町
児
童
公
園
と
が
あ
り
、
旧
水
戸
街
道
を

走
る
バ
ス
の
停
留
所
名
「
花
島
」
の
周
辺
地

域
で
す
。

　

下
萩
公
園
は
、
近
隣
住
民
の
憩
い
の
場
で

あ
り
、
数
本
の
桜
の
古
木
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

春
に
は
近
隣
の
人
た
ち
の
花
見
会
会
場
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
町
公
園
は
、
下
萩
公

園
よ
り
も
少
し
小
ぶ
り
で
静
か
な
公
園
で
す
。

二
丁
目
の
街
並
み
の
特
徴
は
、
い
わ
ゆ
る
住

宅
地
域
で
、
個
人
住
宅
地
域
に
マ
ン
シ
ョ
ン

お
よ
び
企
業
作
業
所
が
散
在
す
る
、
南
花
島

地
域
に
共
通
す
る
景
観
と
い
え
る
か
と
思
い

ま
す
。

わ
が
町
会
の
町
づ
く
り

　

南
花
島
第
二
町
会
は
、
ほ
ぼ
400
世
帯
の
個

人
お
よ
び
法
人
会
員
が
加
入
し
て
お
り
、
役

員
を
中
心
に
し
て
毎
年
恒
例
の
行
事
等
の
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
月

４
回（
各
週
金
曜
日
夕
方
）の
町
内
パ
ト
ロ
ー

ル
、
市
の
ク
リ
ー
ン
デ
イ
に
合
わ
せ
た
公
園

の
自
主
的
除
草
お
よ
び
市
へ
の
整
備
要
請
等
、

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
、
南
花
島
連
合

町
会
掲
示
板

行
事
予
定

【
盆
踊
り
】

●

南
花
島
子
ど
も
会
盆
踊
り

７
月
20
日
（
土
）・
７
月
21
日
（
日
）

17
時
30
分
〜
20
時

下
萩
公
園
（
南
花
島
２
丁
目
）

●
上
本
郷
松
郷
町
会
主
催
夏
祭
り
盆
踊
り

７
月
27
日（
土
）・
７
月
28
日（
日
）

17
時
〜
21
時

上
本
郷
小
学
校
校
庭

【
お
祭
り
】

●

上
本
郷
松
郷
町
会
秋
祭
り

９
月
29
日（
日
）

13
時
宮
出
し

町
会
内
（
富
士
地
区
）

●

風
早
神
社
・
明
治
神
社
祭
禮

10
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）・
14
日（
月
・
祝
）

上
本
郷
三
匹
獅
子
舞
奉
納

（
松
戸
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

10
月
13
日（
日
）
風
早
神
社
13
時
頃
〜

　
　
　
　
　

明
治
神
社
19
時
頃
〜

子
ど
も
神
輿
渡
御

10
月
14
日（
月
・
祝
）

北
松
戸
町
会
子
ど
も
神
輿
・
太
鼓

山
車
町
内
巡
行

北
松
戸
会
館
集
合　

12
時
30
分

出
発　

13
時

北
松
戸
会
館
を
出
て
、町
内
を
一
周
し
、

明
治
神
社
に
終
着

●

竹
ヶ
花
雷
電
神
社
例
大
祭

10
月
13
日（
日
）

※
お
神
輿
、
山
車
が
で
ま
す
。

●

春
日
神
社
祭
禮

10
月
開
催
予
定

　

春
日
神
社
（
南
花
島
３
丁
目
）

　

※
お
神
輿
、
山
車
、
引
き
太
鼓
が
で
ま
す
。

南
花
島
第
二
町
会

下萩公園の桜古木と園内風景

旧水戸街道沿いの街並み
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青
年
部
、
防
犯
部
が
中
心
と
な
り
松
戸
市
消

防
団
の
応
援
を
得
て
会
場
整
備
及
び
交
通
整

理
の
体
制
を
整
え
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
松
郷
町
会
の
行
事
と
有
様
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
穏
や
か

な
生
活
を
送
れ
る
町
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　

上
本
郷
松
郷
町
会町

会
長　

野
島
重
志

盆
踊
り
と
秋
祭
り

　

私
達
の
松
郷
町
会
は
世
帯
数
545
世
帯
、
商

店
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
一
軒
だ
け
の
町
会

で
す
。
役
員
会
、
総
会
は
近
隣
の
町
会
会
館

を
借
り
て
実
施
し
、
町
会
員
の
親
睦
と
団
結
、

子
ど
も
達
に
思
い
出
に
の
こ
る
ふ
る
さ
と
作

り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
事
を
目
的
と
し

て
年
間
の
行
事
予
定
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

夏
の
盆
踊
り
大
会
は
上
本
郷
小
学
校
の
校

庭
を
使
用
さ
せ
て
頂
き
、「
北
松
戸
商
店
会
」

「
わ
か
ば
商
店
会
」
と
共
催
し
「
松
戸
商
工

会
議
所
」
の
後
援
を
得
て
子
供
達
に
人
気
の

あ
る
屋
台
も
多
数
出
店
し
毎
年
１
，
０
０
０

人
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
松
戸
つ
づ

み
連
の
打
ち
出
す
太
鼓
で
踊
り
も
盛
り
上
が

り
、
女
子
は
浴
衣
姿
も
華
や
か
に
会
場
も
活

気
が
溢
れ
真
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
す
。
参
加

は
自
由
で
す
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
！

　

秋
祭
り
は
町
内
の
路
上
に
本
部
を
設
置
。

大
人
神
輿
、
子
ど
も
神
輿
、
つ
づ
み
連
の
お

神
楽
花
車
で
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
子
供

神
輿
の
小
さ
な
男
の
子
女
の
子
も
元
気
に
担

い
で
い
ま
す
。
若
い
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も

一
緒
に
神
輿
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。『
ワ
ッ

シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
』
声
を
か
ら
し
て
子
ど

も
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
町
を
め
ざ
し
て

　

防
災
訓
練
は
上
本
郷
小
学
校
校
庭
で
松
戸

消
防
署
の
協
力
を
得
て
〝
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
守
る
〞
消
防
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。
防
犯
対
策
は
町
内
各
地
区

に
於
い
て
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
夜
回

り
は
７
月
８
月
12
月
の
３
回
拍
子
木
を
鳴
ら

し
事
故
災
難
等
を
未
然
に
防
ぎ
住
み
よ
い
町

作
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
町
の
環
境
を
き

れ
い
に
す
る
為
に
ゴ
ミ
集
積
場
の
管
理
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
松
郷
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
は
登
下
校
時

毎
日
交
通
整
理
を
行
い
子
ど
も
達
の
安
全
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

年
一
回
一
泊
旅
行
を
実
施
し
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。
各
行
事
を
実
施
す
る
に
当
り
、

お
知
ら
せ　
　

【
子
ど
も
食
堂
「
は
な
し
ま
み
ん
な
で

ご
は
ん
」
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

子
ど
も
が
た
の
し
め
る
工
作
、
ゲ
ー

ム
、
親
子
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
大

人
も
嬉
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
マ
ル

シ
ェ
、
軽
食
、
ス
イ
ー
ツ
販
売

　

７
月
22
日（
月
）
11
時
〜
14
時
30
分

つ
な
が
る
古
民
家
隠
居
屋

　

松
戸
市
南
花
島
中
町
１
９
６

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】

０
９
０-

６
０
１
９-

６
４
３
２

inkyoya8@
gm
ail.com

（
代
表
者
・
石
井
な
ぎ
さ
）

【
新
任
町
会
長
】

平
成
31
年
４
月
、上
本
郷
第
一
町
会
、

南
花
島
第
二
町
会
の
町
会
長
が
交
代

し
ま
し
た
。

上
本
郷
第
一
町
会

　

新
任
町
会
長　

松
丸
伝
一

南
花
島
第
二
町
会

　

新
任
町
会
長　

玉
真
正
美

（
敬
称
略
）

上
本
郷
松
郷
町
会

祭りのお神輿

夏の盆踊り大会

松丸町会長玉真町会長
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評
議
員
会

　
　
　
　
　  

　
明
第
２
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
31
年
度

　

４
月
20
日
、
明
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
新
任
評
議
員

の
紹
介
、
規
約
の
一
部
改
正
に
続

き
、
平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
標
は
「
地
域
福
祉
の
拠
点
、

役
立
つ
地
区
社
協
」
を
掲
げ
、
広

報
紙
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
提
供
・

高
齢
者
支
援
・
子
育
て
支
援
・
健

康
増
進
支
援
・
研
修
活
動
の
推
進
・

地
域
や
学
校
と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
等
を
課
題
と
し
て
、
地
域
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
・
Ｏ
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

『
汗
ぬ
ぐ
う
、
さ
わ
や
か
な
風
』

草
花
の
薫
り
が
心
地
よ
い
５
月

11
日
、
上
本
郷
第
二
小
学
校
で
第

14
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
68
名
が

11
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

カ
ツ
ー
ン
「
入
れ
〜
」「
あ
ー
あ
」

と
た
め
息
を
つ
く
人
「
大
丈
夫
、

次
は
こ
う
し
た

ら
」
と
励
ま
す

人
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
に
喜
ぶ

人
、
み
ん
な
笑

顔
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
体
を

動
か
し
た
後

は
丸
く
な
っ

て
お
弁
当
。

話
も
弾
み
汗

を
ぬ
ぐ
う
か

の
よ
う
に
さ

わ
や
か
な
風

が
吹
き
抜
け

ま
し
た
。

【
新
任
評
議
員
】（
敬
称
略
）

会　

長

西
野
髙
嶺

副
会
長

　

兼
事
務
局
長

平
川
茂
光

副
会
長

大
塚
広
往

副
会
長

山
本
實

副
会
長

染
谷
明

理　

事

松
丸
伝
一

理　

事

平
川
克
利

理　

事

野
島
重
志

理　

事

　

兼
事
務
局
長
代
理

内
田
輝
信

理　

事

玉
真
正
美

理　

事

古
宮
耕
一

理　

事

石
井
忠
治

理　

事

内
山
泰
一

理　

事

斉
藤
照
夫

会　

計

阿
保
喜
代
子

会　

計

三
島
ム
ツ
子

書　

記

植
田
洋
介

書　

記

石
川
フ
サ
子

監　

事

秋
谷
操

監　

事

秋
谷
宗
弘

学
識
経
験
者

石
井
マ
サ
子

　

松
戸
市
社
会

福
祉
協
議
会
を

紹
介
す
る
本

コ
ー
ナ
ー
も
今

回
で
３
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

本
号
で
は
生
活

相
談
課
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
③
「
生
活
相
談
課
」

　

生
活
相
談
課
は
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
】

　

在
宅
ま
た
は
施
設
で
日
常
生
活

を
送
る
上
で
、
十
分
な
判
断
が

で
き
な
い
人
や
、
体
の
自
由
が
き

か
な
い
人
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
ご
利

用
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

・
毎
日
の
く
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
お

金
の
出
し
入
れ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

・
大
切
な
書
類
や
印
鑑
を
お
預
か

り
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
を
…
。

☎
０
４
７
（
３
６
８
）
０
３
４
９

【
松
戸
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
生
活
困
窮
者
対
策
事
業
）】

　

生
活
に
困
窮
し
、
最
低
限
の
生

活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
恐
れ
の
あ
る
人
の
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
幅
広

く
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

☎
０
４
７
（
３
６
６
）
０
０
７
７

（
松
戸
市
役
所
本
館
３
階
）

【
貸
付
事
業
】

　

比
較
的
所
得
の
少
な
い
世
帯
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
の
世
帯
に
対

し
一
時
的
な
生
活
支
援
に
対
す
る

福
祉
資
金
、
教
育
支
援
金
等
の
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
左
記
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

☎
０
４
７
（
３
６
８
）
０
９
１
２

【
無
料
職
業
紹
介
事
業
】

　

無
料
で
就
労
の
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
て
い
ま
す
。

☎
65
才
以
上
０
４
７
（
３
６
５
）

４
７
１
２
、
☎
64
才
未
満
０
４
７

（
３
６
６
）
０
０
７
７

（
松
戸
市
役
所
本
館
３
階
）

【
法
外
援
護
事
業
】

　

低
所
得
の
た
め
緊
急
に
支
援
を

必
要
と
す
る
世
帯
に
対
し
、
相
談

支
援
、
金
銭
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
状
況
に
応
じ
て
寄
付
で
い
た

だ
い
た
食
品
も
お
渡
し
し
ま
す
。

☎
０
４
７
（
３
６
８
）
０
９
１
２

【
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
協
力
】

　

家
庭
で
使
わ
な
い
食
品
を
集
め

て
福
祉
施
設
や
団
体
、
生
活
に
困

窮
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
無
償
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

上位入賞者（敬称略）
男　　子 女　　子
優 勝

小宮 昌治
優 勝

鈴木 勝子
準優勝
伴　浩充

準優勝
渡辺 美代子

3 位
武内 喜久男

3 位
橋本 洋子

？？？？ ？？？？松戸
市社会福祉協議会

まつど
ししゃかいふくしきょうぎかい

何

をやっているとこ
ろ？

は

4



第

回

　
松
戸
市
福
祉
大
会
開
催

『
ご
協
力
感
謝
い
た
し
ま
す
』

　

平
成
31
年
２
月
17
日
松
戸
市
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
当
地
区
で
評
議
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
永
き
に
わ
た

り
活
躍
し
功
労
が
顕
著
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者

特
別
功
労

　

髙
橋
理
惠
、
武
井
芳
子

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
功
労

　

西
野
髙
嶺
、石
井
忠
治
、
小
松
俊
彦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　

渡
辺
登
美
子
、
塚
田
の
り
子

（
敬
称
略
）

ふ
れ
あ
い
会
食
会

　

４
月
２
日
運
動
公
園
に
て
、
参

加
者
30
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
23
人

で
お
花
見
会
。
気
の
早
い
開
花
宣

言
か
ら
一
転
、
寒
い
日
が
続
い
た

お
陰
で
満
開
に
近
い
桜
が
待
っ
て

い
て
く
れ
ま
し
た
。
青
空
に
映
え

る
薄
紅
色
、
花
冷
え
を
忘
れ
さ
せ

る
美
し
さ
で
し
た
。「
平
成
最
後

の
花
見
ね
」「
新
元
号
が
発
表
さ

れ
た
記
念
だ
ね
」
と
声
も
は
ず
ん

で
い
ま
し
た
。

　

食
事
会
で
も
「
み
ん
な
と
一
緒

に
食
べ
る
と
美
味
し
い
ね
」
と

四よ
も
や
ま
ば
な
し

方
山
話
の
花
盛
り
。
手
遊
び
歌

と
懐
か
し
い
青
春
の
歌
で
、
身
も

心
も
若
返
っ
た
一
日
で
し
た
。

（
Ｎ
・
Ｓ
）

北
松
戸
会
場

『
み
ん
な
で
歌
お
う
』

　

５
月
18
日
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
伊

藤
陽
子
さ
ん
と
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
の

田
中
和
香
菜
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
オ

ペ
ラ
を
鑑
賞
。
参
加
者
と
共
に
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
き
な
が

ら
〝
茶
摘
み
〞

な
ど
三
曲
合
唱

し
、
楽
し
い
ひ

と
時
と
な
り
ま

し
た
。

南
花
島
会
場

『
お
花
を
楽
し
も
う
』　

　

５
月
11
日
は
、
気
軽
に
楽
し
め
る

紙
皿
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
翌
日
の

母
の
日
に
ち
な
み
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が

お
庭
で
摘
ん
で
持
ち
寄
っ
た
草
花
な

ど
も
加
え
、
か
わ
い
ら
し
い
作
品
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
方

か
ら
「
作
品
を
玄
関
に

飾
れ
て
う
れ
し
い
わ
」

と
喜
び
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
の
楽
し
い
ひ
と
時
で

し
た
。

し
ま
し
た
。
不
安
そ
う
な
顔
の
人

も
、
元
気
に
動
き
回
る
子
ど
も
に

つ
ら
れ
て
、
あ
ち
こ
ち
に
会
話
の

輪
が
で
き
ま
し
た
。

　

保
健
師
さ
ん
の
「
夏
の
過
ご
し

方
」
〜
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
〜

の
話
が
始
ま
る
と
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
聞
き
入
る
マ
マ
た
ち
。
赤

ち
ゃ
ん
の
皮
膚
は
、
ラ
ッ
プ
一
枚

分
の
厚
さ
し
か
な
い
の
で
、〝
優
し

　

５
月
22
日
、

上
本
郷
小
学

校
和
室
で
、

明
ホ
ッ
…
と

タ
イ
ム
が
開

か
れ
17
組
の

親
子
が
参
加

く
・
こ
ま
め
に
・
清
潔
に
〞
お
手

入
れ
を
。
大
き
く
う
な
ず
く
マ
マ

た
ち
で
し
た
。

　

発
育
測
定
で
、
我
が
子
の
成
長

を
実
感
し
た
マ
マ
た
ち
は
、一
安
心
。

　

声
を
か
け
合
い
情
報
交
換
し
た

り
、
子
育
て
の
悩
み
を
話
し
た
り
、

親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。「
ま

た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ

と
時
で
し
た
。

（
Ｍ
・
Ｍ
）

毎
月
１
回（
水
曜
及
び
木
曜
日
）

時
間
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

　

ふ
れ
あ
い
会
食
会
で
は
受
付
な
ど
会

場
内
の
お
手
伝
い
し
て
下
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
地

区
社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今後の予定
７月16日（火）
９月17日（火）
10月 15日（火）
11月８日（金）
12月 17日（火）
１月21日（火）
２月18日（火）
３月３日（火）

今後の予定
※７月 24日（水）上本郷倶楽部（明治神社内）
※９月 27日（金）風早会館（風早神社隣り）
10月23日（水） 上本郷小学校
11月27日（水）上本郷倶楽部（明治神社内）
12月18日（水）上本郷倶楽部（明治神社内）
1月22日（水）上本郷倶楽部（明治神社内）
2月26日（水） 上本郷倶楽部（明治神社内）

※3月27日（金）風早会館（風早神社隣り）
 ※要予約

今後の予定　
北松戸会場 南花島会場
７月20日（土） ７月 ６日（土）
９月21日（土） 　９月 ７日（土）
10月 19日（土） 10月 ５日（土）
11月 16日（土） 11月２日（土）
12月 21日（土） 12月７日（土）
１月18日（土） 　１月11日（土）
２月15日（土） 　２月1日（土）
３月21日（土） ３月7日（土）

会
場
：
上
本
郷
第
一
会
館

★
参
加
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

地
区
社
協
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

★
７
月
・
３
月
は
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
９
月
は
マ
マ
の
た
め
の
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
開
催
予
定

詳
細
は
町
会
掲
示
板
、
回
覧
板
で
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
・
お

申
し
込
み
は
地
区
社
協
ま
で
。

★
参
加
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

各
会
場
と
も
10
時
〜　

参
加
費
100
円

36

笑
顔
咲
く

　

　今
年
も
あ
え
た
ね

  ママさんのための
　 リラックスタイム

1
マイル

1
マイル

1
マイル
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第4回

崎
村
、
伝
兵
衛
新
田
、
根
本
村
、
小
根
本
村
、

岩
瀬
村
、
松
戸
新
田
の
９
つ
の
村
が
合
併
し

て
明
村
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
昭
和
８
年
に
松

戸
町
と
合
併
し
て
明
と
い
う
名
称
が
な
く

な
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

地　

図　

づ　

く　

り

　
当
日
は
白
地
図
を
用
意
し
ま
し
た
。
地
域

を
大
き
く
、「
上
本
郷
」「
北
松
戸
」「
南
花
島
・

竹
ヶ
花
」の
３
つ
に
分
け
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

地
域
の
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
や
桜
を
は
じ
め

と
し
た
花
木
な
ど
、
み
ん
な
に
紹
介
し
た
い

地
域
の
い
い
と
こ
ろ
情
報
や
、
事
故
が
多
く

注
意
が
必
要
な
場
所
を
地
図
に
記
入
し
ま
し

た
。最
後
は
参
加
者
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
、

各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
に
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
の
中
に
は
、
ご
自
身
で
作
っ

た
地
図
や
、
自
分
の
昔
の
写
真
を
持
参
し
て

下
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代

は
様
々
で
、
年
配
の
方
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
連

れ
た
お
母
さ
ん
ま
で
幅
広
い
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
世
代
を
越
え
て
交
流
を
図

る
機
会
が
少
な
い
中
、
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
を
し
た
こ
と
で
交
流
が
生
ま

れ
、
み
な
さ
ん
積
極
的
に
交
流
を
図
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

  

今
年
度
以
降
の
予
定

　
同
じ
松
戸
市
の
中
で
も
、地
域
の
課
題
は
、

坂
が
多

い
な
ど

の
地
理

の
状
況
・

利
便
性

の
良
し

悪
し
な

ど
生
活

し
て
い

る
場
所
・

住
民
の

年
齢
層

や
高
齢

化
率
な

ど
、様
々

な
こ
と

が
影
響

す
る
た

め
、
中
身
も
大
き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
今

年
度
か
ら
は
、
地
域
の
意
向

や
実
情
に
合
わ
せ
た
問
題
や

困
り
ご
と
を
、
地
域
に
住
む

住
民
同
士
、
世
代
を
超
え
て

地
域
の
こ
と
を
考
え
、
解
決

で
き
る
方
法
が
な
い
か
を
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、「
地
域
づ
く
り
交
流
会
」

と
名
称
を
か
え
て
開
催
し
ま

す
。

　
開
催
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
。
語
り
部
さ
ん
か
ら
、
長
年
住
ん
で
い

た
か
ら
こ
そ
知
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
長
年

受
け
継
が
れ
て
い
る
風
早
・
明
治
神
社
の
お

祭
り
に
つ
い
て
の
話
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。明
治
22
年
に
町
村
制
施
行
に
と
も
な
い
、

上
本
郷
村
、
南
花
島
村
、
竹
ヶ
花
村
、
古
ヶ

　
明
の
み
ん
な
で
明
る
い
み
ら
い
〜
み
ん
な
で

知
ろ
う
あ
き
ら
地
区
〜
を
テ
ー
マ
に
平
成
31
年

２
月
20
日
、
風
早
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
な
ぜ
、「
明
」
と
い
う
名
称

が
住
所
に
は
存
在
し
な
い
の
に
、
こ
の
地
域

に
根
付
き
、
明
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
名
称

に
な
っ
て
い
る
の
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
長
年
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
よ

う
だ
、
引
っ
越
し
て
き
た
人
は
な
お
さ
ら
知
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
、
明
と
い
う
地

域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
か
、

と
実
行
委
員
会
で
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ま
ず
こ
の
地
域
の
歴
史
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

  

明
第
２
東
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
知
ろ
う

50
年
前
の
写
真
と
同
じ
角
度
か
ら
撮
っ
た

現
在
の
写
真
を
上
映
し
ま
し
た
。
写
真
か
ら

地
域
の
移
り
変
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

　
松
戸
市
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
活
す
る
す
べ
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

世
代
を
超
え
て
つ
な
が
り
、
共
に
支
え
あ
え
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
松
戸

市
内
の
15
地
区
で
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

実
現
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
が
自
分
の
住
む
地
域
の
課
題
を
認
識
し
、
自
分
た
ち
で
解
決
す
る

意
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
明
第
２
東
地
区
の
、
平
成
30
年
度
の
取
り
組
み
を
ご
報
告
し
ま
す
。

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

高
齢
者
い
き
い
き
安
心
セ
ン
タ
ー

明第２東高齢者いきいき安心センター
（地域包括支援センター）
電話047（382）6294

語り部さんのお話

グループで地図づくり
6



べ
る
と
食
欲
が
沸
き
ま
す
。

②
口
腔
機
能
の
ケ
ア　

定
期
的
に
歯
科
医
院

に
受
診
し
て
口
腔
機
能
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。

③
軽
い
運
動
の
習
慣　
「
徒
歩
で
買
い
物
に

行
く
」
な
ど
〝
い
つ
も
よ
り
プ
ラ
ス
10
分
〞

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
社
会
と
の
つ
な
が
り　

体
の
変
化
に
加
え

て
社
会
的
な
役
割
が
変
化
す
る
時
期
で
あ

り
、
気
力
が
低
下
す
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
自
分
の
得
意
な
こ
と
、
出
き
る
こ

と
を
見
つ
け
て
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
積
極
的
に
参
加
し
生
き
が
い
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

松
戸
市
健
康
推
進
課

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
海
外
の
老
年
医
学
の

分
野
で
使
用
さ
れ
て
い
る“

Frailty”

（
フ

レ
イ
ル
テ
ィ
）
の
こ
と
で
、
日
本
語
訳
で

は
「
虚
弱
」
や
「
脆
弱
」
に
あ
た
り
ま
す
。

２
０
１
４
年
５
月
に
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う

共
通
の
こ
と
ば
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
は
生
活
の
質
を
落
と
す
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
起
こ
す
危
険

が
あ
り
ま
す
。　

症
状
に
つ
い
て

　

２
０
１
６
年
の
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、

①
体
重
減
少

②
疲
れ
や
す
い

③
運
動
量
の
低
下

④
握
力
の
低
下

⑤
歩
く
速
度
の
低
下

の
う
ち
３
つ
以
上
該
当
す
る
場
合
は
フ
レ
イ

ル
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
フ
レ
イ
ル
は
適

切
な
生
活
に
よ
り
改
善
が
可
能
な
状
態
で
も

あ
る
の
で
す
。

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
は

以
下
の
４
点
が
大
切
で
す
。

①
お
い
し
く
ご
飯
を
食
べ
る　

肉
・
魚
・
卵
・

牛
乳
な
ど
の
食
品
を
１
日
の
中
で
食
べ
て

い
ま
す
か
？　

家
族
や
友
達
と
一
緒
に
食

飲
み
物
が
お
勧
め
で
す
。
食
べ
物
は
刺
激
が

少
な
く
噛
ま
ず
に
飲
み
込
め
る
も
の
に
し
ま

し
ょ
う
。（
例
え
ば
ゼ
リ
ー
や
プ
リ
ン
、
冷

ま
し
た
お
じ
や
、
豆
腐
な
ど
）

【
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
】

　

プ
ー
ル
熱
は
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
に
よ
っ

て
感
染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
と
、
目
や
に
な

ど
の
感
染
源
が
、
タ
オ
ル
の
共
有
や
手
指
を

介
し
て
感
染
す
る
「
接
触
感
染
」
が
あ
り
ま

す
。
マ
ス
ク
と
手
洗
い
で
拡
大
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

松
戸
市

　

子
ど
も
家
庭
相
談
課
母
子
保
健
担
当
室

　
　

　

プ
ー
ル
熱

と
は
、
ア
デ

ノ
ウ
ィ
ル
ス

が
原
因
で
起

こ
る
咽
頭
結

膜
熱
の
こ
と

で
す
。
プ
ー

ル
の
水
を
介

し
て
ヒ
ト
か

ら
ヒ
ト
へ
流

行
が
拡
大
す

る
こ
と
が
多
い
た
め
「
プ
ー
ル
熱
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
発
生
し
ま
す

が
、
主
に
６
月
末
頃
か
ら
夏
季
に
か
け
て
子

供
を
中
心
に
流
行
し
ま
す
。

【
ど
ん
な
病
気
？
】

　

潜
伏
期
間
は
２
〜
14
日
で
咽
頭
炎
（
の
ど

の
痛
み
）
結
膜
炎
（
眼
の
充
血
）
39
℃
前
後

の
発
熱
が
数
日
か
ら
１
週
間
続
き
ま
す
。
頭

痛
を
は
じ
め
、
食
欲
不
振
が
３
〜
７
日
続
く

こ
と
も
あ
り
、
眼
の
症
状
と
し
て
は
眼
が
充

血
し
、
涙
が
多
く
な
り
ま
ぶ
し
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

【
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
】

　

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
の
ど
の
痛
み

や
頭
痛
、
目
や
に
な
ど
の
症
状
を
和
ら
げ
る

薬
で
対
応
し
ま
す
。

　

の
ど
に
痛
み
が
あ
る
の
で
刺
激
の
あ
る
も

の
は
避
け
、
の
ど
越
し
の
良
い
少
し
冷
た
い

赤ちゃんの
健やかな成長を
支援します

第4回
夏に気をつけたい病気 プール熱

中央保健福祉センター 電話047（366）7489

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

中央保健福祉センター 電話047（366）7489
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車
椅
子
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

★
車
椅
子
の
貸
し
出
し
を
致
し
ま
す
。
期
間

は
一
か
月
程
度
で
す
。
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

結
婚
50
年
記
念
祝
賀
会
の
お
知
ら
せ

　

明
第
２
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
妻
を
お
招
き
し
て
９
月
28
日（
土
）

に
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
細
は
広
報
ま
つ
ど
４
月
15
日
号
及
び
ま

つ
ど
社
協
だ
よ
り
４
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
使
用
済
み
切
手
・
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

等
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

赤
石
文
子
、
秋
谷
操
、
秋
谷
宗
弘
、
阿
保
喜

代
子
、石
井
忠
治
、石
井
初
江
、後
閑
八
千
代
、

小
林
洋
子
、
清
水
輝
雄
、
菅
原
永
子
、
杉
本

洋
子
、
田
口
徳
二
、
根
元
瑞
枝
、
野
黒
広
江
、

林
尚
子
、
平
野
静
子
、
増
田
初
枝
、
松
川
正
、

宮
田
貞
夫
、
渡
辺
武
久
（
敬
称
略
）

★
使
用
済
み
切
手
・
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

等
を
集
め
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
在
宅
医
療
と
「
地
域
サ
ポ
ー
ト
医
」

の
実
際
に
つ
い
て
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
に
つ
い
て

講
師
：
松
戸
市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
　
吉
村
　
伊
久
子

在
宅
医
療
、地域

サ
ポ
ー
ト
医
に
つ
い
て

　

高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
在
宅

医
療
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
戸
市
医

師
会
は
、
早
く
か
ら
在
宅
医
療
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
松
戸
市
は
全
国
的
に
み
て
も

在
宅
医
療
が
か
な
り
充
実
し
て
い
る
地
域

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
地

域
サ
ポ
ー
ト
医
」
を
２
年
前
よ
り
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中
で
、
支

援
困
難
事
例
に
対
し
、
医
師
と
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
、
市
役
所
の
職
員
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
多
職
種
で
事
例

編
集
後
記

　

平
成
か
ら
令
和
に
元
号
が
改
ま
り
ま
し

た
。
表
紙
に
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
全
号

並
べ
平
成
の
時
代
を
顧
み
ま
し
た
。
協
和
・

会
話
・
地
域
の
輪
、
気
持
ち
を
新
た
に
令

和
の
時
代
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

目
玉
記
事
の
「
わ
が
町
、
わ
が
町
会
」

も
い
よ
い
よ
今
号
で
折
返
し
６
町
会
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
身
近
に
あ
っ
て
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
、
沢
山
あ
り
ま
す
。
自
画

自
賛
の
好
企
画
。

　

編
集
子
の
個
人
的
な
ツ
ボ
は
似
顔
絵
の

イ
ラ
ス
ト
、
今
号
は
新
町
会
長
さ
ん
の
お

二
人
、
穏
や
か
な
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
す
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
Ｋ
さ
ん
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
！

　

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
の
た
め
、
み
な

さ
ま
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

た
ご
意
見
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

（
Ｙ
・
Ｉ
）

第12回

健康のための講演会
共催：松戸市中央保健福祉センター

10月17日（木）

明第２東地区
市民運動会
11月３日（日）
受付／8：00～ 開会／８：30～
小雨決行。雨天の場合は11月４日（月）に延期

※ お申し込みの詳細については町会
の回覧板にてお知らせします。お
問い合わせは地区社協まで。

松戸運動公園陸上競技場
改修工事のため

上本郷小学校校庭にて開催！

ご家族、ご近所さん、
みんなで是非ご参加ください。

明市民センター３階ホールにて
開場／13：00　開演／13：30
※詳しくは地区社協まで 入場無料

同
日
講
演

広報部会
部会長　　内田 輝信
副部会長　古宮 耕一
根元 瑞枝
山本 廣子
三島 ムツ子
菅原 永子
五十嵐 義秀
永田 久子
小川 敏明
石井 マサ子

プロフィール

松戸市医師会会長補佐

高田外科胃腸内科院長

高
たかだ

田 丈
たけし

1967年生まれ。
順天堂大学医学部大学院修了、医学博士。
専門は消化器外科。
大学関連病院に外科医長で勤務していた
頃より在宅医療に従事。
平成17年に昭和45年より開業してい
る高田外科胃腸内科を父親より引き継ぎ、
地域に密着した在宅医療を目指している。

講師

北松戸駅

明治神社前

上本郷小学校

6

と
う
か
え
で
通
り

ゆりのき通り
ゆりのき通り

北之台公園

仲台公園

北之台公園

仲台公園

専修松戸大学
中・高等学校

専修松戸大学
松戸幼稚園

CafeレモンCafe レモン

5
マイル

1
マイル

1
マイル
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